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１．概要（Summary ）： 

表面増強ラマン散乱（SERS）は、通常のラマン分光

法では測定できない表面や界面の微量な物質の分子

構造を測定する手法として注目されている。プラズモ

ンアンテナ型 SERSセンサ 1) は、伝搬型プラズモンと

局在型プラズモンを併用することにより、高感度な測

定が可能である。本センサを用いて、大気中に含まれ

るとされるメチルメルカプタンの高感度検出を試み

た。 

 
２．実験（Experimental）： 
FIB-SEM 装置 NB-5000、スパッタリング装置

SPC-350、顕微ラマン分光装置 nanofinder30 を用い

てプラズモンアンテナ型 SERS センサの作製や 10ppb
のメチルメルカプタンガス中に暴露し、ラマンスペクト

ルを測定した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion）： 

Fig.1に作製したプラズモンセンサの SEM像を示す。

測定波長を考慮し、ピッチを変えたセンサを設計し、

作製した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 SEM image of fabricated sensor. 
 
Fig.2には 10 ppb メチルメルカプタンのラマンスペ

クトルを示す。プラズモンアンテナ型センサに 10ppb

の極微量のメチルメルカプタンガスを吸着させ、ラマン

スペクトルを測定した結果、ガスを高感度で測定するこ

とができた。バイオにも十分適用可能と考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.2 Raman spectrum of 10ppb methylmercaptan. 
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